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１ 課題名 夏秋ナス栽培における天敵利用の有望性及び 

タバコカスミカメの越冬温存に適した植物種の検討 

 

２ 目 的 

 近年、ナスの生産現場では薬剤抵抗性を獲得したアザミウマ類、コナジラミ類が増

加傾向にあり、化学農薬に依存しない防除体系の確立が喫緊の課題となっている。 

 そこで、本試験ではこれら害虫種の天敵となるタバコカスミカメを定着させる天敵

温存植物を植栽する方法に着目し、天敵を有効利用するための方法について検討した。 

 試験①では夏秋ナス圃場にゴマを植栽して天敵を温存した場合と慣行防除を比較

し、夏秋ナス栽培における天敵利用の有望性を検討した。 

 試験②では、冬季における天敵温存植物としてシュンギク、キンセンカを選定し、

タバコカスミカメの越冬温存に適した植物種を検討した。 

 

３ 方 法 

１）夏秋ナス栽培における天敵利用の有望性の検討（2024/7/17～10/31） 

農大圃場と研究圃場の二反復で同一の試験を行った。両圃場で天敵の温存を図るゴ

マ植栽区と慣行区の２区を設置し、各区におけるタバコカスミカメ（図３）及びタバ

ココナジラミの発生消長を調査した。 

２）タバコカスミカメの越冬温存に適した植物種の検討（2024/10/25～2025/1/16） 

調査区として A 圃場クレオメ畝、A 圃場東端畝、B 圃場の３区を設定し各区のクレ

オメ、シュンギク、キンセンカにおけるタバコカスミカメの発生消長を調査した。 

 

４ 結果及び考察 

１）夏秋ナス栽培における天敵利用の有望性の検討 

研究圃場ではゴマ植栽区でタバココナジラミの発生を抑えられる結果が示され、タ

バコカスミカメの導入による影響が示唆された（図１）。 

一方で、農大圃場ではゴマ植栽区でタバココナジラミが多い傾向が示され、タバコ

カスミカメの導入による防除効果が確認されなかった。これは、農大圃場では研究圃

場に比べゴマ、ソルゴーの栽植密度が低く、ナス畝とソルゴー間の距離が開いていた

ことが要因で開放的な圃場環境となり、天敵の温存効果が低下していたためであると

推察された（図２）。 

２）タバコカスミカメの越冬温存に適した植物種の検討 

クレオメの枯死が確認された 2025 年１月３日以降、A 圃場クレオメ畝、A 圃場東端

畝のキンセンカにおいてタバコカスミカメ幼虫が増加傾向にあった（図４）。このこ

とから、A 圃場のクレオメを中心に生息していたタバコカスミカメがクレオメの枯死

後、周辺のキンセンカへ移動したものと推察された。 

 B 圃場のキンセンカにおいてはタバコカスミカメ成虫の発生が確認されたが、幼虫

は確認されなかった（図５）。これは、A 圃場のクレオメを中心に発生したタバコカ

スミカメ成虫が飛翔により B 圃場へ移動したためであると推察された。翅を持たない

幼虫は長距離を移動出来ないため、A 圃場からの移動がなかったものと考えられた。 

いずれの調査区においても、キンセンカにタバコカスミカメの顕著な発生が確認さ

れた。一方で、シュンギクでは調査期間を通して同種の顕著な発生は認められなかっ

た。このため、冬季にタバコカスミカメを温存するための植物としては、キンセンカ

（図６）がより有望と考えられた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 両区におけるタバココナジラミの発生消長（研究圃場） 

図２ 両圃場各区の空撮写真 

 

図４ A 圃場各畝キンセンカにおけるタバコカスミカメの発生消長 

図５ B 圃場キンセンカにおける 

タバコカスミカメの発生消長 

【試験②データ】 

【試験①データ】 

図６ 圃場に植栽したキンセンカ 

 

図３ タバコカスミカメ（成虫） 

 


